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Yoichi Motoyoshi and Yutaka Katsuta
;
: This report outlines the activities of the st Japanese Antarctic Research
Expedition (JARE- ) during the austral summer. JARE- consisted of
personnel comprising wintering and summer members, and observers.
JARE- marked the commission of a newly launched icebreaker, the R/V , on
her maiden voyage to the Antarctic. The left Tokyo on November
and arrived at the ice edge on December. The ﬁrst helicopter ﬂight to Syowa Sta-
tion from was performed on December. The then headed to Crown
Bay in order to transport the meteorite team to join the S r Rondane Mountains
project team, which had arrived in advance via the Dronning Maud Land Air Network
(DROMLAN). After completing this mission, returned to Syowa Station.
After rammings through the thick sea ice, ﬁnally anchored at Syowa
Station on January and unloaded cargo to resupply the station. During the
summer operation, a variety of scientiﬁc observations were conducted, including un-
manned magnetometer network observations, ecological observations in Antarctic
lakes, and GPS and gravity observations. Several buildings and facilities were con-
structed and maintained at Syowa Station as part of logistical activities. The major
ﬁeld activities of JARE- were the S r Rondane Mountains project and the inland
Dome-Fuji traverse. Both projects were successfully completed. The left
Syowa Station on February with the summer party of JARE- and the
wintering team of JARE- on board. On the way to Sydney, observations were made
at Mt. Riiser-Larsen in Amundsen Bay and at Cape Darnley, and the vessel visited
China’s Zhongshan Station. On March , arrived in Sydney Harbour, ﬁnally
arriving in Tokyo on April .
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は 年 月 日に晴海埠頭を出航したが その際 観測隊同行者 名が し
らせ に乗船して出発した それに先立ち 月 日に設営先遣隊 名が成田空港
を出発し ドロンイングモ ドランド航空網 を利用して 月
日に昭和基地入りを果たした また 月 日には セ ル ロンダ ネ山地調
査隊のうち 名が成田空港を出発し を利用して 月 日までに
プリンセス エリザベス基地 ベルギ に集結した 観測隊本隊は 月 日
に成田空港を出発 日にはフリ マントル港にて しらせ に乗船し 外国人同
行者も合流した しらせ は 月 日にフリ マントル港を出航し 海洋観測
を実施しつつ 月 日に氷縁に到着した 月 日に昭和基地第一便が飛び
日までに緊急物資および準備空輸 内陸ド ムふじ旅行隊 沿岸調査チ ムの
一部を送り出した後 しらせ は一旦昭和基地沖を離れクラウン湾に回航した
月 日から 日までクラウン湾にてセ ル ロンダ ネ山地調査隊の隕石
チ ム 名と物資を送り出した後 しらせ は再び昭和基地を目指した 例年に
なく厚い氷と積雪に苦労したが 月 日に昭和基地接岸を果たした 以後 月
日の昭和基地最終便までの間 第 次越冬成立に必要な物資と越冬隊員の交代
を滞りなく完遂した 昭和基地および周辺露岩域では 無人磁力計ネットワ ク観
測 南極湖沼における生物観測 観測 重力観測などが実施された 設営系で
は しらせ の輸送システムに対応したコンテナヤ ド整備作業 自然エネル
ギ 棟基礎工事 電離層 デルタアンテナ建設 第 廃棄物保管庫 仮作業棟
解体工事などが実施された なお しらせ の昭和基地接岸が遅れたこともあり
昭和基地での一部の夏作業は実施することが出来なかった
第 次隊は 昭和基地方面での活動の他に セ ル ロンダ ネ山地および
ド ムふじ基地方面での野外オペレ ションも実施した セ ル ロンダ ネ山
地地学調査隊は を利用して地質 地形チ ムが 月中に現地入り
した その後 しらせ によって隕石チ ムが 月下旬に合流し ベルギ 隊の
隊員も含め 合計 名が山地内に展開した 調査終了後 地質チ ムは
により帰国の途につき 月 日に成田空港に帰国した 地形 隕石
チ ムは 月 日に により 経由で しらせ に収容された 内
陸ド ムふじ旅行隊は 第 次越冬隊 名を含む合計 名で構成され 月
日に しらせ から に移動 日に を出発しド ムふじ基地を目指した
月 日にド ムふじ基地に到着 以後 月 日まで浅層氷床掘削やコア搬出を
行いド ムふじ基地を出発 月 日に から しらせ に収容された
しらせ は 月 日に第 次夏隊 同行者および第 次越冬隊を乗せて昭
和基地を離岸し 以後 アムンゼン湾リ セル ラルセン山 ケ プダンレ での
観測 さらに中国 中山基地訪問などを実施した後 月 日にシドニ に入港
した 観測隊は 月 日成田空港に帰国した しらせ は 月 日 晴海埠頭に
帰港した
第 次日本南極地域観測隊 以下 第 次隊と記す 他の隊次についても同様 は 南
極地域観測第 期 カ年計画の最終年次を担った また 新南極観測船 しらせ 以下
しらせ が就航したことを受け 南極への新しい輸送システムや大幅に増加した隊員 同
行者による多彩な活動を実施した
第 次隊は 越冬隊 名 夏隊 名 同行者 名の合計 名から構成された 行動の
区分から しらせ で南極に向かう隊 航空機により昭和基地入りする設営先遣隊 同じく
航空機によりセ ル ロンダ ネ山地入りする地学調査隊に分かれて日本を出発した 隊員
の出発時の平均年齢は 越冬隊 歳 夏隊 同行者 歳 全体では 歳であった
は じ め に
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本吉洋一 勝田 豊
なお 第 次隊の観測活動のうち セ ル ロンダ ネ山地地学調査の詳細については
別途報告の予定である
夏期行動期間中の観測では 重点プロジェクト研究観測 極域における宙空 大気 海洋
の相互作用からとらえる地球環境システムの研究 の下で実施される 課題 一般プロジェ
クト研究観測 課題 モニタリング研究観測 課題 萌芽研究観測 課題 定常観測 課題
を実施した さらに 公開利用研究 課題を試行した また 同行者による研究課題 件
委託課題 件 オ ストラリア気象局 環境省 も実施した 設営計画では 第 期計画
に盛り込まれた重点項目を中心に実施した
第 次隊の実施計画と隊員構成は 年 月 日開催の第 回南極地域観測統合推
進本部総会 以下 本部総会と記す において審議され 最終的には 年 月 日開催
の第 回本部総会で決定した
第 次隊の観測計画は 年 月 日開催の第 回本部総会で決定された南極地
域観測第 期計画に沿って策定され 第 次隊はその カ年計画の最終年次計画を実施
することとなった 観測および設営計画は 年 月下旬に実施された夏期総合訓練で全
隊員による実施計画の練り上げ 調整作業を行い その後 五者連絡会や各専門部会 分科
会での検討を経て 観測実施計画として策定した 第 次隊夏期オペレ ションの主要項目
一覧を表 に示す
隊員編成について モニタリング研究観測担当隊員枠 名 設営系隊員枠 名に対しホ
ムペ ジ等による公募を実施した
第 次隊の夏期行動の概要を表 に 隊の行動経路を図 に示した
第 次隊は 航空機により昭和基地入りした設営先遣隊 同じく航空機により現地入りし
たセ ル ロンダ ネ山地地学調査隊 さらに しらせ により昭和基地入りした本隊に分
かれて行動した なお 同行者のうち氷海航行関係者 名と報道 名は東京晴海埠頭から
しらせ に乗船し その他は例年どおりフリ マントルから しらせ に乗船した また
外国人同行者 韓国 名 タイ 名 ベルギ 名 オ ストラリア 名 はフリ マント
ルから乗船した ベルギ の同行者は セ ル ロンダ ネ山地での調査終了後 現地から
空路帰国した また 同じくセ ル ロンダ ネ山地地学調査隊に参加した南アフリカの同






   
 
  
    
    
















      
    
  
 


























/ . , -
, 3
,
/+ ,**3 0 +3 +-.
,**3 ++ 3
+-/













第 次日本南極地域観測隊名簿 年 月現在表  
 47













































先遣隊は 月 日に成田空港を空路出発 シンガポ ル ケ プタウンを経由し さら
に を利用し ノボラザレフスカヤ基地 プリンセス エリザベス基地を経て
月 日 現地時間 以下同様 にツインオッタ 機で昭和基地前の海氷上に着陸
第 次越冬隊と合流した なお 観測隊員が航空機で昭和基地入りを果たしたのは 今回が
初めてである
先遣隊は 第 次隊と調整後ただちに準備作業に着手したが まずは基地各所での除雪か
ら始めなければならなかった 先遣隊の活動は しらせ に乗船した本隊が到着する 月
日まで続き 以後第 次隊の夏オペレ ションに合流した
セ ル ロンダ ネ地学調査隊 地質 地形 名 隊員 名 同行者 名 は 月
日に成田空港を空路出発 シンガポ ル ケ プタウンを経由し さらに を利
表
セ ル ロンダ ネ山地地学調査隊
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クラウン湾はブライド湾の一部であり 棚氷に囲まれた幅数百メ トルの入江である ブライド湾内
では観測船が接岸可能な数少ない地点であり ベルギ 隊はこの地点から物資を揚陸し プリンセ
ス エリザベス基地を建設した 第 次隊では 隕石チ ムの送り込みの際 ベルギ 隊の協力で
物資を陸送する計画であったため 輸送地点を明確にするために便宜的に クラウン湾 という表記
を用いた
用し ノボラザレフスカヤ基地を経て 月 日までにプリンセス エリザベス基地に全員
が集結した なお 南アフリカの同行者 はケ プタウンで合流した 準備作
業終了後 セ ル ロンダ ネ山地中央部でのル ト工作ならびに調査活動を開始した 後
続の隕石チ ムは しらせ にて 月 日にクラウン湾 に到着し 先発の地質 地形
チ ムと合流した 以後 地形チ ムは山地中央部を中心に 地質 隕石チ ムは山地東部
のバルヒェン山地域を中心に 月末まで調査活動を行った
調査終了後 地形および隕石チ ムは クラウン湾に回航する しらせ に収容される予
定であったが しらせ の運航計画の変更に伴い 急遽プリンセス エリザベス基地から
への空路ピックアップが設定された のバスラ タ ボ機 便によって 月
日に 名が に到着後 ヘリコプタ によって しらせ に収容された 以後 地形お
よび隕石チ ムは昭和基地での夏オペレ ションに合流し しらせ と行動をともにした
地質チ ムとベルギ の同行者 は 月 日にノボラザレフスカヤ基地を
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田空港に帰国した ベルギ の同行者は ケ プタウンより直接本国に帰国した
往路
しらせ は 月 日に東京晴海埠頭を出港した 今回 氷海航行関係者 名および報道
名が当地から乗船した 観測隊員および同行者合計 名は 月 日成田空港よりオ
ストラリアに向け出発 翌 日西オ ストラリアのパ スに到着し 夕刻フリ マントル港
で しらせ に乗船した また 外国人同行者 韓国 名 タイ 名 ベルギ 名 オ
ストラリア 名 もフリ マントル港から乗船した 同港では 現地購入の食糧等に加え
例年どおりオ ストラリア気象局から投入を依頼された漂流ブイ 基 地圏グル プの液体
ヘリウム および今回運用する観測隊小型ヘリコプタ 機種 機体番号
を搭載した
しらせ は 月 日にフリ マントル港を出航した後 電離層 海底地形測量 海上重
力 地磁気 大気微量成分 海洋物理 化学 海洋生物等の船上観測を実施しつつ 月
日に南緯 度を通過した いわゆる暴風圏通過に際しては 大きな動揺はなく 海洋観測は
ほぼ予定どおり実施出来た 月 日には予定海域において海底圧力計を設置 翌 日に
はリュツォ ホルム湾沖定着氷縁に到着 しらせ 搭載ヘリコプタ の防錆解除 ブレ ド
取り付け作業が開始された
月 日 昭和基地から約 マイル地点から 本吉観測隊長 小梅 しらせ 艦長を乗
せた第一便のヘリコプタ が飛び 昭和基地に着陸した 同日中に託送品 緊急物資
が昭和基地に空輸されるとともに ほとんどの越冬隊員 設営夏隊員が昭和基地入りした
また 同日午後にラングホブデへの野外観測支援も行われた 日には準備空輸ならびに
への内陸ド ム旅行隊の人員 物資が空輸された 昭和基地への空輸は 日午前で一旦
終了し しらせ はクラウン湾に向けて回航を開始 同日 過ぎに定着氷縁を離脱し
た
月 日早朝に しらせ はクラウン湾に到着 当初 定着氷に進入し 人員 物資は氷
上輸送する計画であったが 氷状が安定した場所に接岸することが困難と判断されたため
すべて空輸に切り替えた 日までにすべての人員 物資を 今回設定した空輸拠点
に空輸し しらせ は 日にクラウン湾を離脱 再び昭和基地に向けて回航した
月 日 に定着氷縁に入った 早速ラミングを開始したが 以後厚い氷と積雪
悪天候にも阻まれてなかなか進出できず ラミングを 回繰り返して 月 日
に昭和基地に接岸を果たした 接岸位置は 南緯 東経 であった 接岸点
付近の氷厚は最大 に達し 積雪も あった
しらせ で昭和基地へ向かう隊
  
   
 
 
       




    










   

    
 
  
    
  























































,*., + +* ,--*







月 日接岸以降 ただちに貨油輸送 引き続き フィ ト 以後 コンテナ氷上輸送
夜間 が開始された 緊急物資空輸および準備空輸で当座必要な資材は昭和基地に届いてい
たが 接岸が遅れたことにより大型物資が届かず 夏作業の一部に遅れが生じた 特に自然
エネルギ 棟は基礎のコンクリ ト打ちが終わった段階で工事が中止し 結局鉄骨の組み上
げ 床パネルの施行は来年に持ち越しとなった そのための建築部材はすべて昭和基地に輸
送したが 鉄骨以外は屋内へ収納した
月上旬は天候も不順で 正月はブリザ ドのため外出禁止令が発令された さらに 第
次隊越冬期間中の大量の積雪により 作業現場ではまず第一に除雪や砂撒きを行い その
後すべての作業を始める状況が続いた 特に 見晴らし岩方面への道路は やっと 月中旬
に全線が開通した
月後半からは比較的好天が続き 加えて物資が昭和基地に届き それぞれの遅れを取り
戻すかのように各作業が進んだ しらせ 乗員の支援も受け アンテナ アンテナ 電
離層小屋 さらに デルタアンテナの建設が完了した また 第 次隊以降約 本の
大型大気レ ダ 計画 用のアンテナを建設するための測量作業をほぼ完了した
月に入り全体に天気は不順であったが 日の一瞬の好天時を逃さず 航空
機 便でセ ル ロンダ ネ山地調査隊の地形 隕石チ ムをプリンセス エリザベス基地
から へ移送し しらせ に収容した しらせ は 日に見晴らし岩沖を離岸し ラン
グホブデ沖での海洋観測を行った後 弁天島沖に移動した 日には外出禁止令が発令され





宙空圏 重点プロジェクト研究観測の一環として 大型短波レ ダ アンテ
ナの保守作業およびライダ ミリ波観測準備作業を行った 南極昭和基地大型大気レ
ダ 計画 の一環として レ ダ 設置候補地の最終的な測量作業を実施した 設
置に最適な場所の選定を行い 各アンテナの設置点のマ キングを行った また 掘削機を
用いて深さ 程の穴を掘り アンテナの一部を設置した
気水圏 モニタリング研究観測の一環として 昭和基地観測棟周辺での の















































































に装置の立ち上げを行い 正常に稼働する事を確認した 昭和基地内に 新たにコ ナ レ
フレクタ を設置した 実験について 国際観測スケジュ ルに従い 年 月
日 日にかけて 計 回 の 時間連続観測を行った
また 今回新たな試みとして 小規模の人工地震を起こして東オングル島の地下構造を探る
反射法探査小実験を行った
生物圏 昭和基地沖定着氷上に観測ステ ションを設置し 夏期間を通じて氷上観測 海洋
観測を実施した 東オングル島およびオングルカルベンでの土壌 藻類試料定点観測を実施
した また 環境省からの委託課題として 魚類サンプリング 東オングル島での水サンプ
リングおよび土壌サンプリングを実施した
夏期野外観測は 昭和基地への第一便が飛んだ 月 日から開始された 同日 生物観
測チ ムがラングホブデの雪鳥沢小屋に入り 以後 月上旬までほぼ連続して雪鳥沢小屋
その後スカルブスネスのきざはし浜小屋に滞在しながら観測を実施した
内陸ド ム旅行隊は 月 日に への人員 物資の輸送を終え 旅行準備の後
月 日午前中に を出発した 以後 順調に走行を重ね 月 日にド ムふじ基地に到
着した その後 ド ムふじ基地付近での浅層氷床掘削 コア搬出等を終え 月 日に
ド ムふじ基地を出発 観測を実施しながら を目指した 月 日に より氷床コア
サンプルを しらせ に輸送した後 日に全員が から しらせ および昭和基地に帰
還した
昭和基地周辺の沿岸野外観測は 昭和基地への氷上輸送および本格空輸の合間を利用し
て 月 日から本格化した 宙空圏 地圏 生物圏を中心に ラングホブデ スカルブス
ネス スカ レン ルンドボ クスヘッタ パッダ 西オングル島 白瀬氷河 インホブデ
等で野外観測が実施された ベ スキャンプへの大量の人員 物資の輸送には し
らせ の ヘリコプタ を使い また野外への小人数の人員の移動 交替には観測隊
小型ヘリコプタ を使用することによって 非常に効率的な野外観測支援が実施出来た
復路の行動と船上観測
月 日の最終便で それまで昭和基地に滞在していた第 次越冬隊と第 次夏隊全員
が しらせ に帰還した しらせ は 日に定着氷縁を離脱し 同日夕刻海底圧力計の揚
収に成功した その後 しらせ は東航を続けた 日にアムンゼン湾リ セル ラルセ
ン山での宙空圏 地圏 生物圏の野外観測を実施した後 ヘリコプタ のブレ ドを
取り外しを行った 日までケ プダンレ 沖にて海洋観測を実施するとともに係留系
基を設置した 日にプリッツ湾の中国中山基地を訪問した 日に しらせ は第 次
行動における氷海を離脱した 往路 回 復路 回 合計 回のラミング回数は
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第 次日本南極地域観測隊夏期行動報告
披露された 日に艦内娯楽大会 日に南極工芸展が開催された 日から 日にかけて海
洋観測 停船観測が実施されたが 波浪が高く 一部の観測は中止となった 日に南緯
度を通過した 日にシドニ 港外に仮泊 翌 日にシドニ 港に入港した
第 次隊行動では しらせ の昭和基地接岸が遅れたこともあり 第 次隊から カ年
にわたって実施された昭和基地クリ ンアップ作戦に基づく島内一斉清掃は実施しなかった
が 各作業現場では廃棄物処理を徹底して行い 分別の上リタ ナブルパレット エコバッ
グ タイコン等に収納するとともに 可燃物は焼却炉を連日運用して処理した
今回の持ち帰り廃棄物は 主に第 次隊が越冬中に集積したもので 総量約 であっ
た
環境保護に関する南極条約議定書 および 南極地域の環境の保護に関する法律 に基づ
いて観測活動を行うことは すでに隊員 同行者 しらせ 乗員の間に定着しており 今後
は観測活動による環境影響モニタリングが重要になる
第 次隊には 報道関係者として 日本新聞協会派遣記者 秋田魁新報社 名 共同通信
社 名 企画提案枠 朝日新聞社 名 テレビ朝日映像 名 が同行者として参加し 南極
での科学的成果や観測活動のトピックス 人物紹介などが随時国内に配信された 朝日新聞
社記者は セ ル ロンダ ネ山地で隕石調査チ ムに同行し 現地からの情報を配信した
また 今回初めてとなる派遣教員 名による 南極授業 が 回 月 日 日 日
月 日 タイ国からの同行者の出身母体であるチュラロンコン大学と国立極地研究所 以
後 極地研と記す 昭和基地とを結んだテレビ会議が 回 月 日 実施された また
月 日には テレビ会議システムにより昭和基地と極地研を結び 文部科学省記者クラブと
の会見を実施した
第 次隊では 第 次南極地域観測隊行動実施計画書 を作成し この計画に従って行
動した 第 次観測計画の中で 特にこれまでにない新しい行動となる設営先遣隊 セ
ル ロンダ ネ山地調査隊 また陸路では久しぶりとなる内陸ド ムふじ旅行隊について
は 安全上の観点から国立極地研究所極地観測安全対策常置分科会による事前のヒアリング
ならびにアドバイスを受けた
国内訓練および往路の しらせ 船上において 事故例集を利用した講習 通信機取り扱
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確認を実施するとともに 夕食後のミ ティング等での情報交換 注意喚起に努めた
極域の宙空圏 大気圏結合研究
エアロゾルゾンデ観測
エアロゾルゾンデ観測は 月下旬から飛揚前点検を開始し 月 日に実施した
無人磁力計ネットワ ク観測および無心磁力計の保守 新設
無人磁力計ネットワ ク観測は 従来設置されていたみずほ基地 中継拠点 ド ムふじ
基地 スカ レン アムンゼン湾の無人磁場観測点に加えて インホブデの 地点に無
人磁力計を設置した 中継拠点とド ムふじ基地の磁力計については 内陸ド ムふじ旅行
隊に委託してデ タの回収およびメンテナンスを行った
大型短波レ ダ 観測
昭和基地の 基の大型短波レ ダ について 保守ならびに部品交換作業を実施した
ライダ ミリ波観測準備作業




しらせ コンテナラボ内に陽子移動反応質量分析計を設置し フリ マントル 昭和基地
および昭和基地 シドニ 間の硫化ジメチル濃度の連続計測を行った 船の振動により真空
用タ ボポンプが故障したが 予備品と交換し 計測を行うことが出来た
エアロゾル粒子の物理 化学特性の計測
しらせ 第一観測室に エアロゾル粒子の個数粒径分布計 走査型移動度粒子分級器 散
乱係数計 吸収係数計 黒色炭素濃度計を設置し エアロゾル粒子の物理 化学特性に関す
る計測を行った
しらせ 船上における流氷域 海氷域での海洋観測
当初計画では しらせ 氷海試験航海時 年 月下旬 にリュツォ ホルム湾流氷域
および開水域においてそれぞれ観測点 点 を設置し 鉛直的に物理観測 炭酸系 硫化ジ
メチル類 栄養塩類 植物プランクトン色素 酸素安定同位体比測定用の試料採取 航行中
に表層 デ タを取得するというものであったが しらせ の昭和基地接岸の遅延によ
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当初計画では 海洋観測 しらせ 氷海試験航海時 年 月下旬 にリュツォ ホ
ルム湾定着氷域において観測点 点 を設置し 鉛直的に物理観測 炭酸系 硫化ジメチル
類 栄養塩類 色素 酸素安定同位体比測定用の試料採取 また 本海域の航行中に表層
デ タを取得する 氷上観測 海洋観測と同地点の海氷上で海氷 大気間の 硫
化ジメチル交換量を測定し 海氷コア 海氷中ブライン 海氷直下の海水を採取するという
ものであった しかしながら しらせ の昭和基地接岸の遅延により本項目はすべて中止と
なった 代替として 年 月 日に定着氷域で氷上観測のみを実施することが出来た
昭和基地近傍の定着氷域での海氷 海洋の時空間観測
月中旬から 月初旬に昭和基地近傍の沿岸定着氷上に時系列観測点 点 と側線観測
点 点 を設置し 海氷 大気間の 硫化ジメチル交換量測定 海氷コア 海氷直下の
海水を採取した
氷床内陸域から探る気候 氷床変動システムの解明
月 日にヘリコプタ にて しらせ 及び昭和基地から人員 物資を へ空輸 月
日に を出発した 内陸旅行隊員 名 型雪上車 台と橇最大 台でル ト沿
いの観測を実施しながらド ムふじ基地へ向かった 第 次越冬隊によって車輛 橇の準
備 燃料の橇積みと第 次隊みずほ旅行にてみずほ基地へ燃料橇 台を留め置きしており
出発準備は速やかに行うことが出来た 途中みずほ基地から中継拠点までは悪路を避けた新
規ル トを作成した ここには 毎にル ト標識とした旗竿を立て これは氷床表面の質
量収支を観測する雪尺を兼ねるため その高さを測定した ド ムふじ基地には 月 日に
到着した ここで 週間程度滞在し 南下した地点での浅層掘削 フィルンエア サン
プリングや天文観測 ド ムふじ基地での雪氷 気象観測と残置してある氷床深層コアの回
収 橇積込などを行った 浅層掘削は まで順調に行うことが出来たが 最後の掘削に
てドリルを孔底にスタックさせてしまった 回収を試みたが成功せず ウインチケ ブルを
切断し ドリルは掘削孔 地点に残置した 月 日にド ムふじ基地から帰路出発し
た 中継拠点からみずほ基地までは従来の ル トにて雪尺観測を実施しながら下った
が この 年間で多量の積雪があったようで 標識ドラムや雪尺が予想以上に埋まっていた
で氷床深層コアなど冷凍試料 梱の しらせ 持ち帰り物資空輸を 月 日に行った
で雪上車や橇の整理 持ち帰り物資及び残置物資の整理後 しらせ 及び昭和基地への
人員 物資空輸を 月 日に実施した
新生代の南極氷床 南大洋変動史の復元と地球環境システムの解明
セ ル ロンダ ネ山地における氷河地形地質調査
にて 月 日にプリンセス エリザベス基地に到着 以後セ ル ロン
一般プロジェクト研究観測
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ダ ネ山地中央部のブラットニ パネ地域 エリス氷河 ルンケリッゲン地域を中心に 地
形調査ならびにサンプリングを 月 日まで行った 月 日に にて を経
由し しらせ に収容された
リュツォ ホルム湾における大陸棚の海底地形地質調査
しらせ に新たに搭載されたマルチナロ ビ ム装置によって得られたデ タの解析を
行った 調査日数の削減により 予定の測線の多くは実施できなかったが 海氷環境でのマ
ルチビ ム観測が可能であることが確認された
リ セル ラルセン山における風化実験地の再測




月 日 月 日にラングホブデ スカルブスネス スカ レン ブレ ドボ グニッ
パ リ セル ラルセン山地の湖沼における物質循環観測として 合計 湖沼での環境観測
水深 水温 クロロフィル 濁度 塩分 酸化還元電位 溶存酸素濃度 光スペクトル
および湖水と湖底堆積物の採取を行った
湖沼における物質循環観測
月 日にスカルブスネスの長池 仮称 において 湖底植物群落の成長を通年記録する
ための水中ビデオカメラシステム設置および湖底植生の柱状コアサンプリングを実施した
当初はなまず池 仮称 での設置を考えていたが 湖面を厚い氷が覆っていたために 長池
仮称 にビデオカメラシステムを設置した
露岩域の各種生態系における物質循環に関する観測 試料採取 現場実験の実施
月 日 月 日にかけて ラングホブデ スカルブスネス スカ レンおよびリ セ
ル ラルセン山地において 露岩域の各種生態系における物質循環に関する観測 試料採
取 現場実験を実施した
隕石による地球型惑星の形成及び進化過程の解明
セ ル ロンダ ネ山地東部のバルヒェン山塊周辺の裸氷帯を中心に 隕石探査を実施し
た 月 日にクラウン湾に回航した しらせ から に上陸した後 日に出発
年 月 日にバルヒェン山付近に到着し 隕石探査を開始した 隕石探査最終日となっ
た 月 日まで 気象条件が悪く停滞した日を除き 日間探査を実施出来た この間総計
で 個の隕石採集に成功した 月 日に空路 経由で しらせ に帰投した
超大陸の成長 分裂機構とマントルの進化過程の解明
セ ル ロンダ ネ山地地質調査
にて 月 日までにプリンセス エリザベス基地に到着後 セ ル ロン
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ダ ネ山地中央部を中心に 月下旬まで調査を行った 以後 クラウン湾で合流した隕石
チ ムとともに 山地東部のバルヒェン山塊に移動した 地質調査ならびにサンプリングを
月 日まで行った後 プリンセス エリザベス基地に帰還した
国際極年 での広帯域地震計による広域観測
広帯域地震計保守
ルンドボ クスヘッタ 月 日 および 月 日 において 設置され
ている広帯域地震計の保守を実施した 通常の保守としては 状態確認 バッテリ 交換
観測用デ タロガ のハ ドディスク交換 収録の再開を行った
インフラサウンド試験観測装置保守
月 日以降適宜 昭和基地の地震計室周辺に設置されているインフラサウンド観測
装置本体やケ ブルの設置状況の確認を実施した 月 日に地震計室内に設置されてい






月 日 機器の設置 デ タ収録テスト
月 日 重錘落下及び鉄ハンマ による発震作業 デ タ収録
宙空圏変動のモニタリング
西オングル島無人観測設備
月 日から 日にかけて 西オングル島無人観測設備のハイブリッド発電システムの




フリ マントル 昭和基地沖 年 月 および昭和基地沖 シドニ 年
月 に しらせ 船上において大気中および海洋表層 濃度の連続観測を実施した
しらせ 船上の海氷観測
氷況モニタリング装置による氷況画像 正面氷況ビデオ 舷側氷厚ビデオ の連続収録を
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船上氷厚観測装置 電磁誘導センサ による積雪深 氷厚を計測 は 月 日に設置し
月 日から計測を開始した リュツォ ホルム湾定着氷縁からクラウン湾往復 月
日 の流氷域の氷厚デ タを取得した その後 定着氷ハンモックアイス帯 年氷帯の氷厚
デ タを取得出来たが 月 日よりデ タに欠測が出始め 日より氷厚計測が不能と
なった レ ザ距離計 ジャイロ 計測は継続した その後 ジャイロも計測不能とな
る 月 日に電磁誘導センサ を張り出し氷厚計測に備えたが ブリザ ドの雪による
融け水がデ タ収録装置に入り 復路の氷厚観測は不可能となった 流氷域航行中にセン
サ 保護木枠がリッヂ頂部に接触し一部損傷した 第 次観測において新規搭載した氷海
航行デ タモニタリング収集システムは順調に稼働し 航海中の船体挙動に関するデ タを
収録した
ル ト雪尺の測定と雪尺網観測 表面積雪のサンプリング 無人気象観測装置のチェッ
ク
ド ムふじ旅行中に観測を実施した 往路みずほ基地から中継拠点までは悪路を避けた新
規ル トである ル トを作成した ここには 毎にル ト標識とした旗竿を立て
これは氷床表面の質量収支を観測する雪尺を兼ねるため その高さを測定した 帰路は従来
の ド ムふじ輸送ル ト沿いにある 毎の雪尺観測及び雪尺網 雪尺列の観測を
行った 表面積雪のサンプリングは内陸旅行の往路 帰路の 毎に実施した ド ムふ




昭和基地重力計室にある超伝導重力計 を 新たに持ち込んだ に更新し 立
ち上げ作業を行った 日本から液体ヘリウムを輸送し フリ マントルで液体ヘリウムの再
充填を行い さらに昭和基地搬入前にも大型ヘリウム容器から小型ヘリウム容器への再充填
を行った 昭和基地には 緊急物資としてヘリコプタ で空輸し 重力計室まではクロ ラ
クレ ンで慎重に輸送した 以後 立ち上げ作業を実施し 順調に稼働することを確認した
観測
月 日 月 日に実験準備を行い 月 日にドイツ 大学測地研究所の主催
による 時間の 国際観測実験 を行った 昭和基地では 回の受信を実
施した
月 日に実験準備を行い 月 日に同じくドイツ 大学測地研究所の主催
による 時間の 国際観測実験 を行った 昭和基地では 回
と 回 の受信を問題なく実施した
沿岸地震観測 沿岸 観測
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内訳として 状態確認 バッテリ 交換 観測用デ タロガ のハ ドディスク交換 収録
の再開である また ラングホブデ雪鳥沢 パッダ ルンドボ クスヘッタ スカルブスネ
スきざはし浜 リ セル ラルセン山にて 観測を行った
地上検証観測 コ ナ リフレクタ の調整 地温観測 海氷 観測 氷床
昭和基地内に新規にコ ナ リフレクタ を設置した また 設置の位置測定を行うため
に 観測を行った 地温観測について 月 日 ラングホブデざくろ池及び西オング
ル大池に設置してある地温計デ タの回収と地温計保守を行った 海氷 観測について
月 日 白瀬氷河氷舌の末端上にデ タを国内へ自動伝送する ブイを設置した 氷床
については 月 日に しらせ ヘリコプタ を使用し 第 次隊との引継ぎも
兼ね に設置してある 装置のデ タ回収 台分 バッテリ 交換 台分 更な
る収録装置の設置 台分 を行い 装置 台での観測再開を実施した
船上地球物理観測 海底圧力計
船上重力測定




しらせ 第 観測室において 地磁気 成分の連続観測と解析処理に必要な航海情報の
連続収録を行った の字航行を以下に示す 地点で実施した の字航行は片回頭










しらせ 第 観測室において マルチビ ム音響測深装置による海底地形デ タの取得
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本吉洋一 勝田 豊
しらせ の第 観測室において 船上重力測定デ タ 秒間隔 船上地磁気 成分測定
デ タ 秒間隔 マルチビ ム音響測深装置用船体姿勢デ タ 秒間隔 航海情報









しらせ 往復航路における南北航走時にメモリ 式 により海洋環境デ タ 植物プ
ランクトン試料の収集を行った しらせ 停船観測では計 点を行い 各測点において
によるニスキン採水と 鉛直曳航 を実施した 採水深度は
およびバケツによる表層 とした
土壌 藻類モニタリング
月 日にかけて 昭和基地周辺の土壌モニタリングとして 滅菌チュ ブに土壌を採
集した 東オングル島のモニタリングサイト全 点のうち 完全に残雪に覆われていた 点
と 情報がなかった 点を除いて実施した 月 日にオングルカルベンのモニタリン
グサイト 点で土壌採集および写真撮影を行った
雪鳥沢での植生変化 水質 気象モニタリング
月 日 月 日にかけて ラングホブデ雪鳥沢において 植生変化モニタリングと
してコドラ ト 調査区 の写真撮影 ペグ ボルトの打ち直し 番号タグの付替を実施し
た 月 日に 雪鳥沢中流の気象計の交換センサ 類 デ タロガ デ タロガ
ボックス等を運搬し それまで設置していた旧型のシステムを解体および回収した 月
日には 雪鳥池において湖沼観測を実施した 湖面が氷で覆われていたため アイスチゼル
により穴を空け 湖氷上よりの観測となった 月 日 月の時点で作業不可能であった
コドラ ト 点が雪の消失により露出していたため この分に関して写真撮影を行うことが
出来た また 月 日から 日分の気象デ タの記録を確認し デ タを回収した
湖沼環境モニタリング
月 日 月 日にかけて ラングホブデ スカルブスネス スカ レンおよびリ セ
ル ラルセン山において 湖沼環境モニタリングとして湖沼の水温 クロロフィル 濁
度 電気伝導度 溶存酸素濃度 酸化還元電位 光スペクトルの鉛直プロファイルの観測
および採水を実施した ラングホブデでは雪鳥池 ぬるめ池 ざくろ池 スカルブスネスで
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第 次日本南極地域観測隊夏期行動報告
は地蔵池 菩薩池 如来池 仏池 扇池 くわい池 長池 奥池 三角池 円山
池 椿池 たなご池 なまぎ池 舟底池 とっくり池 くもがた池 印は仮称 ブ
ライボ クニ パでは広江池 スカ レンではスカ レン大池 リ セル ラルセン山では
リチャ ドソン湖の計 湖沼で観測を行った
南極昭和基地大型大気レ ダ 計画 計画
第 次隊によって設置が始まる大型大気レ ダ の候補地決定 アンテナ位置のマ キ





離および環境 解析に供試するための試料を採取した カ所の露岩域 ラングホブデ
スカルブスネス ブライボ クニ パ スカ レン オングル諸島 リ セル ラルセン山





末端部分から湖岸間の植生を調査するため 幅 のラインを流れと垂直に 点設定し 一
つのラインにつき 点のコドラ トを設けた 一方 中 下流域は雪で覆われていたため
調査時期を延期し ラングホブデ撤収間近の 月 日に実施した しかし 例年にない大雪




月 日から 月 日まで デルタアンテナ構築のための除雪 測量 穴空け アン
カ ボルト打ち タワ 建設 エレメント展張の工事を行った 月 日 電離層観測小
屋建設のための測量 基礎工事 小屋建設工事 上棟 電源ケ ブル敷設工事を行った
長波標準電波電界強度測定
しらせ 出港前に第 観測室に計測器を設置して観測を開始したが 月上旬以降エ
萌芽研究観測
定常観測
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ラ 等が多発したため観測装置を調整しながら観測を行った 昭和基地沖着岸後 第 次隊








月 日より観測デ タロガ の設置準備を開始し 日に観測デ タを確認した
大気混濁度観測
月 日より 大気混濁度観測装置 太陽追尾装置設置準備を開始し 月 日に動
作確認を行った
オゾンゾンデ観測
月 日より ポンプ効率測定装置設置準備 型オゾンゾンデ校正用試験器動作確
認作業等を開始した その後 調整作業 改修作業 ゾンデ発信テストを経て 月 日に
型オゾンゾンデ 現用器 による観測を実施した
地上オゾン濃度観測







て精密測地網測量を実施した また 基準点上において重力測量 ラコスト重力計による相
対重力測定 を実施した 周辺において 大陸上の氷床流動を捉えるための露岩域変動測
量を実施した 測量を実施したのは ラングホブデ雪鳥沢 周辺 スカ レン パッダ































     































+ ,. + ,3
,
+, +3 ,,
















昭和基地の 連続観測局の保守作業 セシウム原子時計の交換 予備受信機への無停電
電源装置の設置 商用電源ケ ブルの交換等 を実施した また ラングホブデ雪鳥沢に設
置してある 固定観測装置の保守作業も実施した
人工衛星を利用した地形図作成
陸域観測技術衛星 だいち を利用した地形図作成のため からの目標物と
なる基準点に対空標識の設置ならびに空中写真への刺針作業を行った 実施したのは以下の
露岩域である パッダ 点 スカ レン 点 ラングホブデ雪鳥沢 点 リ セル ラルセ
ン山 点 なお 当初計画していた竜宮岬については実施できなかった
海洋物理 化学観測 潮汐観測
海底地形
フリ マントル出港後 オ ストラリア 範囲外からマルチビ ム測深機による海底
地形調査を開始した 海底地形調査には海中音速度補正が必要となるため 鉛直水温 塩分
測定を実施した 点 点 面的な海底地形調査としてはリュツォ ホルム
湾 月 日 及びケ プダンレ 沖 月 日 の海域があり ケ プダンレ 沖では
事前に地形調査を実施し 係留系投入地点の決定に使用した 以後シドニ 入港前オ スト




測装置の組み立て 接続を 月 日に完了した
月 日に西の浦験潮所から地学棟まで伸びる水圧センサ ケ ブルの点検 保守を行っ
た また同日 西の浦験潮所小屋の上面塗装を実施した
水位測定
月 日に 西の浦験潮所前の海氷面に副標を設置し 月 日副標観測を行った ま
た副標と球分体との関連付けを実施した
水準測量
月 日に 球分体の変動確認調査のため 西の浦験潮所付属球分体 国土地理院
の水準測量を行った
公開利用研究





















































































内陸ド ムふじ旅行隊に参加し ド ムふじ基地における大気透過率の測定 水蒸気量の
測定 全天カメラによる雲量の測定等を実施した ド ムふじ基地におけるラジオメ タに
よる の大気透過率の測定では 日間と短い観測期間ながら第 次隊で実施した
観測と違わない良好な結果を確認出来た さらに 太陽光の吸収スペクトルから水蒸気量を
導出する水蒸気モニタ 観測も実施した また 同時に 魚眼レンズを装着した全天カメラ
による雲量の変化を捉える撮像も実施した
ケ プダンレ 海洋観測 清水大輔
月 日から 日の 日間に ケ プダンレ 周辺の大陸棚上で
係留系設置および海洋観測を行った また 当初計画に入っていなかった氷河地形を探すた
めの海底地形探査も行った
月 日 点 海底地形探査 地点
月 日 係留系設置 点 点




橋詰二三雄 総合研究大学院大学複合科学研究科 セ ル ロンダ ネ山地地学調査隊
に同行し 地形学的調査を実施した
西村大輔 北海道大学環境科学院 内陸ド ムふじ旅行隊に同行し による東南極
白瀬流域の表面流動速度観測および南極内陸部浅層などを実施した
交換科学者および国外研究者 技術者
交換科学者として 名 国外研究者 技術者として 名が同行した
南アフリカ共和国地質調査所 セ ル ロンダ ネ山地地学調査隊に
同行し 地質調査を行った
ベルギ ブリュッセル自由大学 セ ル ロンダ ネ山地地学調査
隊に同行し 隕石探査を行った
韓国極地研究所 内陸ド ムふじ旅行隊に同行し 雪氷学的研究を
行った
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Chung Ji Woon :
Suchana Apple Chavanich :
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昭和基地から国内へ向けての 南極授業 を行うため 公募によって選考された教員 名





月 日 日本科学未来館 東京 アサコムホ ル 大阪
大型大気レ ダ
萌芽研究として実施した 項 南極昭和基地大型大気レ ダ 計画を参照のこと
ヘリコプタ
第 次隊では 小型ヘリコプタ をチャ タ し 主に昭和基地周辺での野外観測支援に
使用した 出発前の国際入札の結果 オ ストラリアの が落
札し 機体 とクル パイロット 整備士 はフ
リ マントルにて観測隊に合流した 月 日の試飛行から 月 日の しらせ 格納ま
で 総飛行時間は 時間となった
報道
日本新聞協会派遣記者として 安藤伸一 秋田魁新聞社 と澤野林太郎 共同通信社 が
同行した また 企画提案枠として 中山由美 朝日新聞社 佐 木尚史 河野健之 とも
にテレビ朝日映像 が同行した 澤野は 晴海埠頭から しらせ に乗船した また 中山
はセ ル ロンダ ネ山地調査隊に同行した 各人 夏期間の観測 設営活動や隊員の生活
状況などを取材し 国内に配信した
氷海航行試験
第 次隊は しらせ の南極初航海であることに鑑み 設計 建造に関わった技術者
名 佃 洋孝 山内 豊 ユニバ サル造船 生口将之 三井造船 西川友啓 日立製作所 が
晴海埠頭から乗船した 特に 氷海域での諸性能や操船指針の作成を目的として 氷海航行
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しらせ がフリ マントル入港中の 月 日に オ ストラリア気象局から投入依頼さ










フリ マントル出港後 年 月 日 往路上でアルゴフロ ト 台を投入
した 投入位置




なかった なお 第 次隊から しらせ 出港が 日間早められており 例年に比べてより
過密なスケジュ ルとなった
第 次隊の物資集計を表 に示す 最終的な総物資重量は 例年を若干上回る値となった
が コンテナ等の風袋重量を考慮すると実質的にはやや少ない値と言える 総梱数は




実際の作業は 専門業者に委託し 極地研のコンテナヤ ドで行った コンテナには
各部門の物資が混載となるため 原則として積荷として確定し マ キングを終了した物資
のみを収納した ただし 冷凍 冷蔵食料品は 他物資との混載は無く マ キングをせず
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時間が大幅に短縮した 特に大量 多種類の食料品を コンテナ及びヘリコンテナに収
納した効果が大きかった 今回の結果から 今後は物資集積の期間を 日間は短縮する事
が可能と思われる
しらせ への物資搭載では 後部貨物倉への各種パレットやコンテナ類の搭載に予想以上
の時間を要した 貨物倉構造上の積込み順序の制約もあったが 最大の原因は 初めての搭
載である上に貨物倉の構造が物資の保定を考慮しておらず その作業に手間取ったためであ
る 前部貨物倉についても保定の問題はあったが 大型物資が少ない事もあって 作業は予
定通り進んだ なお コンテナについては 搭載作業そのものは全く問題無かったが
大井埠頭への集積スケジュ ルの調整に手間取った
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フリ マントル港では 例年通り越冬隊食料及び個人斡旋品 オ ストラリア気象局の漂
流ブイの搭載を行った その他に第 次隊では 観測隊がチャ タ した小型ヘリコプタ
と地圏グル プの液体ヘリウムの搭載も行ったが 事前調整のスケジュ ル通り順調に実施
出来た
昭和基地への第一便及び緊急物資輸送
しらせ は 月 日に昭和基地沖の定着氷縁に到着し 昭和基地への第一便フライト
が行われた 第一便では 第 次隊への手紙 生鮮食料品などが空輸された 引き続き緊急
物資の空輸が行われ 便合計で 名の人員と の緊急物資が空輸された 翌 日か
らは昭和基地への緊急物資空輸と並行して への人員及び物資空輸が実施された 日
までの 日間で計 便のフライトが実施され 昭和基地へ人員 名と物資 を
へ人員 名と物資 を送り込んだ
クラウン湾における物資輸送
クラウン湾には 月 日未明に到着した 状況によっては物資を定着氷上に直接降ろす
事も検討していたが 氷状が悪いため断念し すべての物資を空輸する事となった 日に
人員及び物資空輸 便 スリング 便 日に物資空輸 便を実施し 人員 名と物資
を輸送した なお 最初のモジュ ルのスリング輸送 居住モジュ ル の際 ヘリコプ
タ の機体に異常な振動が発生したため モジュ ルが雪上に投下された 検討の結果 以
後の飛行方法及びワイヤ 長を変更し 残りのすべてのモジュ ルを無事にスリング輸送す
る事が出来た なお 落下 破損したモジュ ルは 現地にて しらせ 応急工作班により
使用可能な状態に修復された
氷上輸送
クラウン湾での物資輸送を終え 昭和基地沖定着氷縁に到着したのは 月 日であっ
た この時点で昭和基地接岸は 月 日と見積もられていたが しらせ は厚い海氷と積雪
に阻まれ 日程の遅れは避けられない状況となった 月 日には接岸不能時の輸送に関す
る検討会が開催され 接岸不能時対応の検討が開始された 同会は 日 日にも開かれ
日には越冬成立のための最低輸送物資量と輸送方針が決定された 翌 日には しらせ 運
用科 機関科 飛行科関係者とともに昭和基地を訪れ 輸送方法の確認及び現地の受け入れ
状況を調査した 一方昭和基地においては しらせ 迄の氷上輸送ル ト工作が進められ
日にはほぼ終了していた
接岸を断念して空輸及び氷上輸送を開始する準備は整ったが 海氷状況が好転してきたた
め 日を限度に接岸を試みることとなった 結局 しらせ は 月 日深夜昭和基地に接
岸した 翌 日に第 次越冬隊 しらせ 運用科と今後の輸送方針について打ち合わせを
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第 次隊物資の氷上輸送は 月 日から 日まで続けられた この時点では 越冬に必
要な物資を最優先で輸送する方針であったので 工事の完了を断念した自然エネルギ 棟関
連を除いた物資を氷上輸送する事としていた なお 懸念していた コンテナの氷上輸送
も厚い海氷と積雪が幸いし 問題無く輸送する事が出来た ただし 昭和基地側では膨大な
積雪のために 当初予定していたコンテナ荷揚げ場を使用できずに コンテナヤ ドでク
レ ンを 台使っての荷受けとなってしまった 最初の 日間で氷上輸送した物資量は
であった
その後 輸送作業は悪天候と第 次越冬隊の持ち帰り物資準備のため 日間中断された
この間に行われた国内及び昭和基地との調整の結果 残りの自然エネルギ 棟関連物資の輸
送も決定され 第 次越冬隊の持ち帰り氷上輸送前に実施する事となった 日の夜から
氷上輸送が再開され まず第 次隊の残りの物資を送った後に 第 次越冬隊の持ち帰り
物資輸送を開始した 氷上輸送は 翌 日も続けられ 日早朝に終了した なお 氷上輸
送期間を通じて しらせ 周辺の海氷にパドルの発生は見られなかった 最終的な氷上輸送
物資量は 持ち帰り物資量は であった
貨油輸送
貨油輸送は しらせ の接岸後 昭和基地側の受け入れ態勢が整った 月 日未明から
開始された 軽油 については 月 日 に送油を開始し 月 日
に終了 については 月 日 に送油を開始し 月 日 終了
した 作業中 特に問題はなかった
空輸
本格空輸は 月 日から 日まで実施された 初日は 後部貨物倉の手前に収納してい
る比較的軽量のヘリコンテナしか取り出せないため 輸送効率が悪かった しかし 翌日か
らは貨物倉での荷繰りが容易になり ヘリコプタ の許容搭載量に応じてセメントケ スや
ドラム缶パレット等の重い物資と軽い物資を組み合わせることにより輸送効率が向上し フ
ライト便数の減少につながった また 第 次隊より越冬物資のほとんどは各種パレットや
ヘリコンテナに収納されており 事前の荷繰り作業の必要が無くなった事も作業効率を高め
た その結果 計画よりも 日短い 日間で第 次隊の物資空輸を完了した
荷受け及び基地内配送
氷上輸送並びに空輸の荷受け 基地内配送については第 次隊が担当し 貨油輸送及び氷
上輸送の雪上車運転については第 次隊が担当した なお 従来は持ち込んだ隊が行ってい
たドラム缶 食料品 私物の荷受けは 物資形状がパレットやヘリコンテナに変更されたた
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第 次隊夏期行動では 大型観測物資や廃棄物の持ち帰りを行っていない 例年以上の持
ち帰り物資が見込まれることから 当初計画では大型観測物資及び大型廃棄物を中心に持ち




物資に関しては これも 年分貯まっていたヘリウムカ ドルやプロパンカ ドル等が主と
して持ち帰る事とした 結果 総重量では計画の に満たなかったが すべての観測物資
と永年持ち越されてきた廃棄物の大半を持ち帰る事が出来た 最終的な持ち帰り物資総量は
となった
荷揚げ場所から ヘリポ ト道路工事 荷受場所前橇乗入れ道路
当初計画では 荷受け場所の設定は金属タンクより海氷側であったが 積雪が多いため




先遣隊により建物の位置出しを行い 長辺方向の方位を 度とした 敷地内に大きな岩盤
があるため 掘削機ならびに低温用静的破壊材を使用し 岩盤の破砕撤去を行った 当初
基礎の下のみ捨てコンを打設する予定であったが 雪融け水の湧水が多いため基礎間の地盤
上にも捨てコンを打設した しらせ 接岸の遅れにより 残りの基礎工事は次の隊に持ち越
しとなった
電離層部門 デルタアンテナ建設
掘削基礎はバックホ にて行い 岩盤部分は 掘削機で施工した 掘削機
での施工は深さ約 で 日 箇所程度であった
基礎コンクリ トの施工は 月 日に行い 上部の施工はタワ の組立 日 エレメント
張り 日 支線の調整 日を要した
電離層観測小屋建設
新見晴らし岩道路横の建設地に卓越風方向に長辺を設定した また 設計の窓の位置を変
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機械建築倉庫オ バ スライダ スプリング シャフト交換
既存シャッタ のスプリング不良及びシャフト変形により 使用出来なくなっていた機械
建築倉庫オ バ スライダ について 部品交換及び調整を行った
車庫オ バ スライダ レ ル補強
ブリザ ドがあると常に雪が侵入する恐れがあった車庫オ バ スライダ について 既
存シャッタ のオ バ スライド部分の吊り部材の補強を行った
ヘリポ ト管制待機小屋窓交換 階段追加











トを剥がし 屋根鉄骨トラスを切断した 一週間程度砂を撒き融雪を待った後 バックホ
と人力にて左右の棚の資材と雪を撤去した
水汲み沢コンクリ トミキサ 更新 プラント運用
先遣隊によって 見晴らし岩のミキサ が第 次隊到着前に水汲み沢に移設された 実
際 しらせ の接岸が遅れた為 新規ミキサ は工事に間に合わなかった そのため 新規
ミキサ とベルトコンベア は予備品として機械建築倉庫横に保管した 夏期作業における
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第 レ ダ 基礎補強
基礎外周 に型枠 鉄筋を組立て バックホ ホッパ にてコンクリ トを打設
し基礎のぐらつきを止めた アンテナを倒してヒンジベ スを浮かして下部コンクリ トを








発電機 号機オ バ ホ ル
昭和基地発電棟の 発電機 号機の 時間オ バ ホ ルを しらせ 乗員
の支援も受けて実施した 機関状況に関して 変形 損傷等異常は認められなかった
管理棟暖房配管更新工事
管理棟 階および 階の暖房用銅配管をステンレス配管に更新する計画であったが し
らせ 接岸の遅れも影響し 実施できなかった
夏期隊員宿舎上下水配管工事




















































































第 夏期隊員宿舎 第 夏期隊員宿舎間の配管取り付け工事は 夏作業の遅れのために
字型側溝埋設工事ができなかったため 第 夏期隊員宿舎側での配管工事が実施できなかっ




新規ダクトの芯だし ダクト用ベ ス付きサポ トの天井取り付け 暖房機設置 ダクト
取り付け 燃料配管取り付け 運転確認を実施した
気象棟 管制棟間の架空ケ ブル補修
気象棟 管制棟間の架空ケ ブルの支柱が曲がっており ケ ブルのたるみがひどくなっ
てきているので 補修を行った 配線をすべて新しい支柱に移動し ケ ブルのなくなった
古いワイヤ や支柱はすべて撤去した なお 管制塔前で使用されていた支線はまだ年数が
経っていなかったので 新しい支柱に固定し支線とした
へリポ ト管制 待機小屋弱電線敷設工事
弱電線の ヘリポ ト管制 待機小屋への敷設を行った 管理棟 盤から東部地区
分電盤小屋 インテルサット小屋を経由し 燃料移送配管に沿って ヘリポ トへ向かう
ル トで敷設した また 第 次隊の輸送時には仮設的に非常物品庫から電話線のみを敷設
し 電話の使用ができるようにした
電離層観測小屋電気工事
デルタアンテナおよび観測小屋建築に伴い 強電 弱電工事を行った 第 夏期隊員
宿舎分電盤から電源を取り 道路沿いにケ ブルを敷設し小屋までの幹線工事を行った ま
た 観測小屋内に分電盤トランスを置き 照明 コンセント 換気扇および各観測機へ電源
を供給した 弱電幹線を西部地区分電盤小屋から第 夏期隊員宿舎を経由し 観測小屋まで
敷設した
タ ポリンタンク タンク解体工事
厚い積雪に覆われていたタ ポリンタンク周辺の砂撒きを行ったが しらせ の接岸遅れ
による夏期設営作業全般の遅れと 多量の積雪による氷上輸送荷受ポイントの変更 さらに
見晴らし岩燃料タンクまでの道路不通のため 本作業は実施を見送った
運用面では昭和基地内での夏期作業に係る通信の管制を始め セ ル ロンダ ネ山地調
























































































器 雪上車に搭載している レ ダ 等の整備保守を行い また 昭和基地で各隊員が
使用するトランシ バ の管理 保守 昭和基地や各カブ スに設置している無線設備 衛
星通信設備の整備 保守を行った
アンテナ通信機および配線の更新
敷設後 経年劣化が進んだ通信制御ケ ブルを機械隊員の協力を得て更新した 配線長は
約 であった 配線後各ケ ブル端を端子箱内のそれぞれ対応する端子に配線し 既設
の 及び 無線設備の運用が可能であることを確認した
新しい 基地局用無線機の設置については 設置予定場所に すでに なんきょく
のレピ タを設置し運用しているため 実施しなかった
レピ タ用アンテナの設置
ヘリポ ト コンテナヤ ド周辺と夏期隊員宿舎周辺間の通信状況を改善するた
め 非常用物品庫内に なんきょく を設置した 設置後エリア調査を行い 通信状況の
改善が達成できていることを確認した 使用方法と特徴の説明を行い の使用を開始し好
評であったが ヘリポ ト方面に不感地帯があったことからその使用は限定的であった
フリ マントル出航後 しらせ 船内にて野外観測用食糧のレ ション作成に協力した
昭和基地入り後 第 夏期隊員宿舎にて しらせ 補給科到着まで第 次隊隊員 同行
者に対して調理を行った また 越冬食糧の搬入 受け入れ作業を行った
越冬交代後は 朝 昼 夕 夜食の調理を行い 各冷凍庫 冷蔵庫 保管庫の整理を行う
とともに 各棟への非常食の配布を行った
フリ マントル出航後 しらせ 船内にて観測隊員 同行者に対し診療を行った また
夏期オペレ ションに備え しらせ 衛生科と医療協力について打合せを行うとともに 野
外観測チ ムに対して医療品等の使用説明と講習を行った 昭和基地への第一便以降 吉田
は昭和基地での医療設備の引き継ぎを受けるとともに 適宜野外観測支援に参加した
岡田は 月 日よりセ ル ロンダ ネ山地調査隊に参加した 月 日に
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昭和基地クリ ンアップ計画は 第 次隊から カ年計画で実施され 第 次隊で一応
終了したが 依然として廃棄物が数多く残されている 第 次隊では夏期作業の一環として
残置廃棄物の回収 持ち帰りを実施した 対象とした地域は ヘリポ ト周辺 倉庫解
体跡地 さらに第 廃棄物保管庫および仮作業棟の解体廃棄物である 作業終了後 持ち帰
り廃棄物の梱包量は 旧スチ ルコンテナ 梱 エコバッグ 梱 に




先立ち 土壌と廃棄物のサンプリングを実施した 埋立地を 区画に分け 各区画のほぼ中
央部を約 程掘削し 一般項目 ダイオキシン用 用 油分用 さらに廃棄物に分
けてサンプリングを行った 一般項目 ダイオキシン用試料 廃棄物 汚染されていない土
壌については冷蔵保存で 用および油分用試料については冷凍保存の上 しらせ で
日本に持ち帰った なお 当初計画した 深度でのサンプリングは 土壌凍上のため 実
施できなかった
昭和基地において 第 次隊から引き継ぎを受けるとともに バンド バンド用受信
設備の電気系統の保守 点検 ならびにレド ムの点検 補修作業を行った 観測支
援を行うとともに 観測終了後の切り戻しに伴う動作確認を行った さらに 西オングル島
コリメ ション設備の保守 点検作業を行った
しらせ 船上 運用
しらせ の就航に伴い 船上 の運用を行った 乗船時のフリ マントルでは 隊員
のメ ルアカウント設定サポ トや共有ファイルサ バ イリジウム衛星電話用アンテナ
無線 アクセスポイントの開設を行った 隊員メ ルアカウントの設定及びインマル
サット通信を利用した日本国内へとのデ タ通信で一部不具合が生じたが 即時に原因の究
明 対処を施し しらせ 船上 は概ね安定運用を行うことが出来た インマルサット
サットの接続状況は 往路においては接続実施回数 回に対して 回の接続成功 成功
率 であった
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代 しらせ と同様の であり 現在のネットワ ク技術においては 決して満足な環
境であるとはいえない 第 次隊はインマルサット システムを試験的に持ち込み
南極海での利用可否の判断のための通信試験を実施した その結果 南極海でも十分に利用
することが可能であるデ タを取得することが出来た
しらせ 昭和基地接岸後の 月 日に しらせ 船内にて昭和基地ネットワ クの利用
を目的に 昭和基地対向の無線 設備を構築した
夏期隊員宿舎 電離層アンテナ行きネットワ ク新設
第 夏期隊員宿舎行きのネットワ クについては 第 次隊が昭和基地入りする前に 第
次越冬隊により構築済みであった 第 夏期隊員宿舎でのネットワ ク及び内線電話は良
好に利用することができている ただし の利用については利用困難なため 親機
は停止した
電離層アンテナ観測小屋行きのネットワ クについては 夏作業期間中にスケジュ ル的
に新設が困難であったため 越冬期間中に構築する予定である
設営先遣隊の一員として 立本は 月 日に昭和基地に到着した その後 しらせ か
らの第一便が到着する 月 日まで 第 次越冬隊の装備 フィ ルドアシスタント担
当隊員から 昭和基地周辺ならびに野外での安全対策についての引き継ぎを受けるととも
に しらせ ならびに観測隊本隊受け入れの準備作業に加わった
第一便到着後は 野外調査パ ティ に必要に応じて同行するなど 野外行動の安全確保
に努めた
夏期間を通じて隊長及び夏副隊長の補佐を行った 月 日 月 日までは しらせ
船上において 月 日 月 日の間は昭和基地において さらに 月 日 月 日に
おいては再度 しらせ 船上において 第 次隊の公式通信 公用連絡の運用 管理を行う
とともに 第 次隊 第 次隊 しらせ 間および国内との連絡調整にあたった また
公式記録のうち 日誌 写真記録担当として 夏作業中の写真撮影および越冬交代をはじめ
とする隊の公式行事に関する写真撮影を行った
情報発信担当として 南極授業 回 月 日奈良県立奈良高校 月 日習志野市立大
久保小学校 月 日立川市柴崎学習館 月 日日本科学未来館 アサコムホ ル を実
施した また 月 日にはタイ王国チュラロンコン大学との 会議を 月 日には昭
和基地から初めて国内の記者向けに会見を実施した その他報道関係同行者 名の対応及び
夏期間中の記事出稿 同行者長井 朝日小学生新聞 ウェザ ニュ ス 田邊隊員 東奥日報
装備 フィ ルドアシスタント
庶務 情報発信












    
























































++ ,. + 1
+ 2 , +, , +- - +2
/+
/* /+
. + ,0 + ,1
+ -* , 0







第 次日本南極地域観測隊 第 次日本南極地域観測隊行動実施計画書
鈴木隊員 房日新聞等 の対応を行った また 多摩てばこネット に 観測隊ブログ を開
設し 原稿を作成 掲載した
第 次隊夏期行動は 新南極観測船 しらせ の就航に伴う新しい輸送システムが導入さ
れ また 同行者も含めた隊員数が 名と過去最大となり これまでになく多彩な観測 設
営活動が展開された また設営先遣隊 セ ル ロンダ ネ山地調査の送り込みや収容など
を利用した航空オペレ ションが多用され 人と物の動きが非常に複雑なオペ
レ ションでもあった 南極初航海となる しらせ にとって 往路は昭和基地沖の厚い海
氷と積雪に阻まれ 一時は しらせ の昭和基地接岸が危ぶまれる状況であったが ぎりぎ
りのところで何とか接岸することができ 夏期行動の最大の目的である越冬成立に必要な物
資輸送と人員交代は無事完遂することが出来た 一方 接岸の遅れもあって 計画していた
夏期観測 設営作業の一部は実施できなかった
最後に 第 次隊の準備段階から夏隊の帰国まで あらゆる段階でご支援いただいた文部
科学省南極地域観測統合推進本部 防衛省海上幕僚監部南極観測支援班 国立極地研究所の
皆様 南極の現場で絶大な支援をいただいた小梅三津男艦長以下 名の しらせ 乗員の
皆様 隊員を派遣してくださった関係機関 民間企業の皆様 そして隊員を暖かく送り出し
見守ってくださった家族の皆様に この場を借りて厚くお礼申し上げます
お わ り に
文 献
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